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平成２９年度入学生対象 
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※留学支援英語の「コミュニケーション上級英語」を履修することを要望します。

※留学への参加にあたっては，留学支援英語を8単位程度修得することが望ましいです。

 

副学長（全学共通教育担当）╩ ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ≤⇔√ Global Peace Leadership Program
⅜ ה ה ⌐№√╢⁹ 
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【特定プログラム履修に関する注意事項】 
○主専攻プログラムの授業時間割の関係で，登録した特定プログラムの授業科目履修が制限されることがある。 

○特定プログラムで開設されている授業科目も，本学共通の平均評価点（GPA）の計算対象に含まれる。 



Global Peace Leadership Program 履修表 
2020.4.2 

※1 「コミュニケーション上級英語」の履修を要望する。

※2 プログラム登録時期（1 年次 2T）より以前に開講される科目を示す。
※3 本プログラムの修了要件として，各主専攻プログラムが推奨する留学プログラムを義務づける。なお，「海外留学プログラム」
による海外での修学が、本学の授業科目の単位として認定可能かどうかは，所属の学生支援室で留学前に確認すること。

※4 留学にあたっては，留学支援英語から 8 単位程度修得することが望ましい。
※5 外国人留学生を対象とした「日本事情に関する科目」であるため，自学部の卒業要件単位に含まれるかどうかは自学部の学生支援室にて確認すること。
※6 2020 年度は不開講の科目を示す。

分野
要修得

単位数
授業科目

単

位

数

履修年次

（開講期）
開設部局

留学支援英語

（※4） 

コミュニケーション上級英語(※1，2) 1 1年次 (1T,2T,3T) 教養教育科目（外国語教育研究センター）

4 

英米文化事情概論 I(


